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第5.1回肱川町成人式

成人おめでとう
第51回肱川町成人式が、成人の日の 1月15日に行われ

38人が大人の仲間入りをしました。

令月号の主な内容
I I 町民のうごき

＝町 報＝ 層木材・椎茸市況 .. 10 

*l地域振興券交付開始 2 層日曜林業教室・ 10 
人口 3,225人 (-7)

0お元気ですか保健婦です・ 3 ＝商工かわかみ＝
層納税相談日程表 4 湧小規模企業対策懇談会・ ・12 男 1,560人 (-4)
慢年金だより 5 屯青年部だより ・13 
層風博通信 6 

慢ふるさと回想記 15 女 1,665人(-3) 
優社協だより 7 

〶お知らせ 20 ＝公民館報＝ 世帯数 1, 0 1 1描（土 0)
＝農林だより＝ 層第51回肱川町成人式 16 

~ JA年金のご案内 8 慢地域に根ざした分館活動 18 I I （平成11年 1月31日現在）
衝お知らせ商品券の使用のお願い ， ~ASUKA青年団だより ・19 



羽。俊。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂l臨尋（2)

合回、国は消費拡大のため地域振興券交付事業を実施することになりました。

この事業は、 15歳以下の児童のいる世帯への子育て支援、また低所得者の高齢

者等の経済的負担を軽減し、個人の消費を促し、景気回復による地域の活性化を

ねらったものです。

肱川町では、約990人の方が対象となります。

脊交付額は 1人につき2万円分です。

脊肱川町内の特定事業者登録の店舗等(68件）
で使えます。ステッカーで明示します。

壷額面は1,000円、お釣りはもらえません。

脊有効期間は交付開始日から 6カ月以内です。

脊交付対象者の皆さんは申請書と印鑑を持って町民課で

申請してください。 （代理申請もできます）

（対象となるのは次の方です）

（平成11年 1月 1日において以下のいずれかの要件を満たす方です。）

0 15歳以下の児童がいる世帯主の方

＠ 老齢福祉年金等の受給者等

①次のいずれかの年金または手当を受給できる方

・老齢福祉年金 ・障害基礎年金等 ・遺族基礎年金等 ・児童扶養手当 • 特別児童扶養手当

• 特別障害者手当 ・障害児福祉手当 • 福祉手当（経過措置分） • 原爆被爆者諸手当

ただし、障害基礎年金等、遺族基礎年金等の受給者の一部の方は、受給者及び受給者を扶養

している方が個人の市町村民税（所得割、均等割両方とも）非課税の場合に限られます。

②生活保護の被保護者、社会福祉施設の措置入所者等

R 65歳以上の町民税（所得割のみ）非課税の寝たきりの方

ただし、本人が扶養されている場合は、扶養者が町民税（所得割のみ）非課税の場合に限られ

ます。

0 65歳以上の個人の町民税

（所得割、均等割両方とも）非課税の方

ただし、本人が扶養されている場合は、扶養者が個人の町民税（所得割、均等割両方とも）非

課税の場合に限られます。



(3)前。毯。⑱ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂捌倦
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冬
の
寒
さ
は
高
血
圧
の
人
に

と
っ
て
大
敵
で
す
。

急
激
な
温
度
差
に
よ
っ
て
寒

さ
を
感
じ
る
と
、
血
管
が
収
縮

し
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
の

血
圧
の
上
昇
が
、
脳
出
血
な
ど

の
合
併
症
を
招
く
の
で
す
。

健
康
な
人
の
一
年
間
の
血
圧

変
動
で
は
、
厳
冬
期
の

一
ー
ニ

月
に
最
も
高
く
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
は
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。

脳
出
血
は
、
冬
は
夏
の
二
倍

寒

さ

と

高

血

圧 健

も
多
く
な
り
ま
す
。

健
康
な
人
で
も
寒
い
冬
は
血

圧
が
上
が
り
ま
す
。

血
圧
の
上
昇
に
は
、
交
感
神

経
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
体
に
加
わ
る
と

交
感
神
経
が
緊
張
し
て
、
ノ
ル

エ
ピ
ネ
フ
リ
ソ
と
い
う
ホ
ル
モ

ソ
が
血
中
に
増
え
ま
す
。
こ
れ

が
血
管
を
収
縮
さ
せ
て
血
圧
を

上
昇
さ
せ
る
の
で
す
。

冬
に
血
圧
が
上
が
る
、
も
う

―
つ
の
要
因
は
、
寒
い
時
期
に

は
塩
分
の
と
り
方
が
多
く
な
る

こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

冬
に
塩
分
摂
取
量
が
増
え
る

の
は
、
寒
い
と
き
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
多
く
摂
取
し
て
、
体
に

蓄
え
よ
う
と
す
る
自
然
の
摂
理

に
よ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
食
事

の
量
が
増
え
る
こ
と
が
原
因
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

塩
分
過
剰
に
な
る
と
、
血
中

の
塩
分
濃
度
を
薄
め
よ
う
と
し

て
、
血
液
量
が
多
く
な
る
こ
と

や
、
食
塩
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
交

感
神
経
を
緊
張
さ
せ
た
り
、
細

胞
膜
に
働
い
て
血
管
を
収
縮
さ

寒
い
時
期
に
は
、
夜
中
に
ト

イ
レ
で
脳
出
血
を
起
こ
し
た
り

夜
に
外
で
飲
食
し
た
後
、
寒
い

戸
外
に
出
た
途
端
、
心
筋
梗
塞

で
倒
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
、

し
ば
し
ば
起
き
ま
す
。

●
夜
中
に
ト
イ
レ
に
起
ぎ
た
と

き
は
ガ
ウ
ソ
な
ど
を
は
お
る
。

ト
イ
レ
や
浴
室
の
脱
衣
場
に
は

暖
房
器
具
を
置
く
な
ど
し
て
、

屋
内
外
の
急
激
な
温
度
差
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
外
出
時
に

は
気
温
に
合
っ
た
適
切
な
服
装

に
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
塩
分
を
多
く
と
り
が
ち
な
冬

場
は
、
特
に
、
い
つ
も
よ
り
い
っ

そ
う
の
減
塩
を
心
が
け
ま
し
ょ

う。
肥
満
も
高
血
圧
の
大
き
な
要

因
で
す
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

り
過
ぎ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

又
、
ト
イ
レ
が
寒
い
う
え
に

排
便
の
い
き
み
で
血
圧
が
上
昇

し
、
ト
イ
レ
で
倒
れ
る
こ
と
も

多
い
の
で
、
普
段
か
ら
食
物
繊

維
を
豊
富
に
取
る
な
ど
、
便
秘

冬
場
の

B
常
生
活
の

注
意

せ
る
こ
と
な
ど
か
ら
血
圧
が
上

が
り
ま
す
。

を
防
ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
―
日
に
3
0
~
4
0
分
ぐ
ら
い
、

早
足
で
歩
く
と
、
血
圧
が
下
が

る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

寒
い
時
期
は
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
で
す
か
ら
気
を
つ
け
て

運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
習
慣
的
な
お
酒
の
飲
み
す
ぎ

は
血
圧
を
上
げ
ま
す
。

心
筋
梗
塞
の
要
因
と
な
る
タ

バ
コ
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

防
寒
対
策

急
激
な
温
度
差
を
な
く
す
た

め
に
、
着
衣
や
暖
房
に
工
夫
を
。

屋
内
で
移
動
す
る
と
き
で
も
、

1
枚
多
く
着
る
と
よ
い
で
し
ょ

う。

f¥ 

お父さん
一寿さん

お母さん
恵さん

久
保
田

｀か暉如が元〉⑱ 一
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前。毯。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 邸額倦 (4)

ー

納 税相

所得税確定申告納税相談

談 日 程表

相 談 地域

肱川町全域

2
 

程

2月16日（火）～3月9日（火）

2月19日（金）は税務署の対応日

午前9B寺～正午、午後 1時～午後4時

※土 ・日 ・祝日は休みます

日

平成11年度町県民税申告相談

場 所

役場第2会議室

相 談地 域 日 程 場 所

正 山 3月2日（火） 午前9時～正午 正山公民館

宇 和 J 11 3月2日（火） 午後 1時30分～4時 山槌集会所

予 子 林 3月4巳（木） 午前9時～正午 予子林公民館
右L.l―' ヘ‘D ‘̀‘ 3月4日（木） 午後 1時30分～4時 岩谷公民館

大 ＾ ，，D 、輪 3月5日（金） 午前9時～正午 大谷公民館

中 央 2月16日（火）～3月9日（火）
午前9時～正午 役場第 2会議室

町 内全域 午後 1時～4時 (3/2、3/4、3/5は除く）

※土、日、祝日は休みます

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

3
月
1
日
か
ら

3
月
7
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

消
防
署
で
は
、

こ
の
期
間
中
に

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
の

防
火
訪
問
や
危
険
物
施
設
の
立
入
検
査
な
ど
各
種
行
事
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す。こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い

日
が
多
く
な

る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火
災
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

全
国
統
一
防
火
標
語

気
を
つ
け
て

は
じ
め
は
す
べ
て

小
さ
な
火

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
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(5)前。毯。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鰯額吾

忘れていませんか ー・ 保険料納付

口□国民年金保険料は、 忘れずに期限内に納めましょう ＝

lヽ

あっ！忘れた…

放つておくと…

t( 

網めて安心！

国民年金は、世代と世代の助け合いの制度です

国民年金制度は、国民みんなが加入 して若い世代が、

年金世代を支える仕組みにな っています。

私たちが納める保険料が今のお年寄 りの生活を支え、

私たちが年老いたとぎには、次の世代の人たちが納める

保険料によ って支えられる 、国民全体の支え合いの制度

です。

あなたとあなたの家族にとって、大切な保険料です

保険料を納め忘れると、将来受ける老齢基礎年金の額

が少なくなったり 、場合によっては受けられなくな った

りします。

また、万ーの事故や病気などで障害者になってしま っ

たときに支払われる障害基礎年金や、不幸にも亡くなら

れたとぎに支払われる遺族基礎年金を受けることがでぎ

なくなる恐れがあります。

あなたとあなたの家族に大切な保険料納付です。忘れ

ずに納めましょう 。

●問い合わせ申込先●

歴史文化博物館

振興課生涯学習係

〒797-8511

宇和町卯之町 4丁目11番地2

匹 0894-62-6222

ズ
。
フ
ザ
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ュ．5シ
サ
ー
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募
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帝

埓

埓

日

時

3
月

7
日
（
日
）

認
：

30ー

1
5
:
0
0

場

所

愛

媛

県

歴

史

文

化

博

物
館

（
宇
和
町
卯
之
町
）

内
容
・
金
管
楽
器
に
よ
る

コ
ソ
サ
ー
ト

・
ブ
ラ
ス
ア
ソ
サ
ソ
ブ

ル
音
楽
の
旅

出

演

ブ

ラ

ス

・

フ

ェ

イ

バ

リ

ッ
ツ

(
6
名）

募
集
人
数

三

0
0名

募
集
期
間

2
月
26
日
（
金
）

必
着

料

金

入

場

無

料

手
続
き
往
復
は
が
き
に
、
公

演
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

博
物
館
ま
で
申
し
込
む
。



躙捌毎 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 前。径。~ (6) 

3月26日（金）， 27日（土）
炭坑閉鎖の波に揺れる街。人々は生きる希望さえも失い

かけていた。そんな時、吼支らの心をひとつにし、勇気と希

望を与えてくれたもの、それは音楽だった。

全ての音楽ファンに贈る極上のプレゼント……Brass

ss,． 
a
 

r
 

已

ス
3月26日（金） ①19 : 00,..,., 20 : 50 

3月27日（土） ①15 : 00,..,., 1 6 : 50 

fl ②19 : 00,..,., 20 : 50 

風の博物館（ホール）

「風の映画会」

（匹34-2181 風の博物館内）

＊前売券取扱所 バラエティーショップ岩田，特産開発センター，役場，風の博物館

＊上映日時

＊上映場所

＊主催

＊入場料金

小〗::画ここ□言651オ〗l:0:
区

［冦300名様に「鹿野川しゃくなげまつり」の開催にあた1)「しゃくなげ」小苗を差し上げます。

消防個では3丹 1日に防火パレードを行います

・「春の火は見えない」とわれます。ちょっとした火で

も、よく燃えるうえに目につきにくく、燃え広がる

まで気がつかず、大火になる恐れがあります。

• 3月に入っての火入れ、たき火等は慎重に行ってく

ださい。空気が乾燥し急に強い風が吹くことがあり

ます。彼岸の墓参りの線香やマッチ等の取扱いには

気をつけましょう。

・たばこの投げ捨てをしないなど

マナーに気をつけましょう。

・火入れ許可は必ず受けてください。 冒饂`

市町村のe 

≪̀ - -レ

交通災害共済に

加入しましょう

共済掛金

1人｛一般
年額 中学生以下

600円

250円

一
固
定
資
産
課
税
一

一
台
帳
の
縦
覧
一

r
,
＇9
9

9

9

9

9

9

9

9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇・
』

三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
期
間
で
す
。

課
税
台
帳
に
は
、
固
定
資
産

の
課
税
の
基
礎
と
な
る
価
格
等

が
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

共済期間
平成11年 4月 1日から平成12年 3月31日まで

加入資格
肱川町の住民基本台帳に登録されている人

並びに加入者の被扶養者（学生等）で町外に居住す
る人

加入申込
2月の出張受入れのときに名簿を提出してくださ

し、

掛金納入
3月の出張受入れのとき (3月29日）



(7)羽。毯。絢 槌＠ 鱈師倦

平成10年度歳末たすけあい募金

(1)義援金総括表

区 ノ刀‘ 募 金 額

戸別募金 502,940 円

利 子他 23,519 

計 526.459 

(2)募金配分表

配分先 人員 金 額

長期療養者 35人 175,000円

ねたきり病人等 28人 140,000 

ポーダーライン世帯 ， 125,000 
義援金配分合計 440,000 

一般配分充当金 86,459 

合 計 526.459 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

—
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

1

社゚
協
た
よ
り

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
明

る
い
お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ

に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標

額
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
募
金
の
総
額
は
、
前

月
の
広
報
に
も
計
上
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
別
表
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
募
金
で
「
町
内
の
寝
た

き
り
者
、
長
期
療
養
者
、
低
所

得
者
世
帯
」
に
、
民
生
委
員
さ

ん
を
通
じ
て
「
皆
様
の
ま
ご
こ

ろ
」
を
伝
え
ま
し
た
。
総
額
四

十
四
万
円
を
配
分
し
、
残
金
に

つ
き
ま
し
て
は
県
共
同
募
金
会

に
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
残
金
は
平
成
十
一
年
度

に
全
額
交
付
さ
れ
、
児
童
福
祉
、

老
人
福
祉
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
多
分
野
に
わ
た
っ
て
使
用
い

た
し
ま
す
。

肱川町社会福祉協議会

B (0893) 34-2340 

福

祉

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大

和

沖

猶

幸

様

嘉

城

上

田

武

様

大

和

井

上

孝

幸

様

広

常

樽

川

忠

様

山

槌

大

本

清

光

様

（
愛
媛
県
内
に
は
六
十
一
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
設
備
さ

れ
て
い
ま
す
）

平
成
十
年
十
一
月
現
在
、
愛

媛
県
内
に
は
六
十
一
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
設
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
入
居
の
相
談
や
内
容
、

手
続
ぎ
に
つ
い
て
は
、
も
よ
り

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー

（
平
成
十
年
十
一
月
現
在
、
県

内
に
九
十
六
カ
所
あ
り
）
や
、

市
町
村
の
高
齢
者
担
当
窓
口
で

応
じ
て
も
ら
え
ま
す
。

費
用
は
特
別
養
護
も
養
護
老

人
ホ
ー
ム
も
、
入
居
者
本
人
や

扶
養
義
務
者
の
収
入
に
よ
っ
て

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
年
一
回
恒
例
の
合
同
研

修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
旅
行
も
今
回
で
六
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
例
年
は
五
月

の
下
旬
に
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
都
合
で
七
月
六
日

？
七
日
の

一
泊
二
日
で
広
島
県

の
縮
景
園
を
見
学
し
、
宮
島
の

厳
島
神
社
を
参
拝
し
、
宿
は
宮

島
に
泊
ま
る
予
定
で
す
。
二
日

階
層
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
も
各
市
町
村
で

確
認
を
。

な
お
、
生
活
保
護
世
帯
や
、

該
当
す
る
年
度
分
の
市
町
村
民

税
非
課
税
の
扶
養
義
務
者
は
、

費
用
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
。

又
た
い
て
い
の
施
設
で
は
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
老
人
短
期

入
所
）
や
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
日

帰
り
介
護
）
も
行
わ
れ
て
お
り
、

最
近
で
は
在
宅
介
護
の
支
援
施

設
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。
食
事
サ
ー
ビ
ス
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
な
ど
が
行

わ
れ
、
お
年
寄
り
の
生
活
を
支

援
し
て
く
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
を

町
彦

L

広
島
県
宮
島
の
旅

雑

記

目
は
、
今
年
五
月
に
開
通
す
る

来
島
海
峡
大
橋
を
通
っ
て
帰
町

す
る
予
定
で
す
。
す
で
に
行
か

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
旅
は
何
回

し
か
も
同
じ
所
へ
行
っ
て
も
楽

し
い
も
の
で
す
。
会
員
同
志
で

年
齢
に
応
じ
た
旅
を
行
い
ま
す

の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

な
お
、
四
月
に
入
り
次
第
募

集
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
お
互
い
に
日
頃

の
事
を
忘
れ
て
楽
し
く
旅
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

や
り
た
い
こ
と
や
っ
て
る

わ
が
ま
ま
で
な
く

へ
つ
ら
い
も
な
い

ち
ょ
っ
と
だ
け

人
生
を
長
く
や
っ
て
る
分

楽
し
み
方
が
う
ま
い

生
き
方
が
う
ま
い

元
気
人
の
生
活
に
は

年
齢
を
超
越
し
た

愉
快
な
生
き
方
が
見
え
隠
れ

さ
あ
、
人
生
の

お
楽
し
み
は
今
か
ら



前。毯。怨 匠 Oj) 饂卵母 (8)

麟寧翠螂感疇砂翠翠螂翠螂聾賣翠疇翠緑感翠

象拿鬱訓訊賃年員金員の賃ご督急案員内攣拿象材吝笠5令5ぢ吝§衣唸令苓汐吝gを受：も裕姿：t吝？吝ぢぷもを唸令吝怜5tX令を受：令歪唸：分を葵：gを唸令苓や苓夕メざ吝ゃ5ぢぷや含唸笠苓gを唸令吝:

おまかせください。信頼のJAネットワークに。

全国に安心のネットワークをもつ JAでは、

面倒な年金の手続きやお受け取りをお手伝いします。

JAの年金自動受取りなら……

ご指定の口座に毎回自動的に年金が入金されます。

「支払通知書」「年金証書」などをお持ちいただく必要がありませんので、

紛失・盗難の心配もなく、安全・確実に年金を受け取ることがでぎます。

農

林

だ

よ

り

国民年金
（老齢基礎年金）

厚生年金
（老齢厚生年金）

【加入者】 【加入者】

自営業、自由業、サラリーマンの妻（専業主婦） 民間企業に勤めるサラリーマン

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

【受給に必要な加入期間】

25年以上

【受給開始年齢】

65歳〔希望によって60歳から繰上

げ（減額）支給、 66歳以降の繰下げ

（増額）支給を受けることも

できます。〕

【受給に必要な加入期間】

20年以上（ただし、男性40歳、女性35歳以降で、

15年以上加入していれば受給できます）

【受給開始年齢】

60歳〔在職中の方は(60歳から65歳まで）は、月

収と年金額によって、一部減額されます。〕

※在職中の方の手続きも60歳です。

共済年金
（老齢共済年金）

【加入者】

公務員、私立学校、農林漁業団体

に勤務している方

【受給に必要な加入期間】

20年以上

【受給開始年齢】

60歳〔在職中の方は(60歳から

65歳まで）は、月収と年金額に

ょって、一部支給も可能です。〕

お受け取l)からご活用まで、年金のことならお気軽にお近くのJAにおたずねください。

＇`慶JAの年金ワンボインいアドパイス

お受け取りは、厚生年金は60歳から、
国民年金は65歳から。

年金は請求しないともらえません。
請求もれは、ありませんか。

厚生年金は、 1年以上の加入期間 年金請求をするには裁定謂求書を提出しますが、
があれば60歳（生年月日に応じて これを提出しないと年金はもらえません。年金請求
60~64歳）から特別支給の老齢 ［―¥ がおくれても「5年まえ」の請求分までは支給され
厚生年金が支給されます。
国民年金は、 65歳(60~64歳ま C 60盟§5歳ノ ますが、 5年まえより以前の支給分は

\-—ー'‘
ぷ＾一 0 「時効」でもらえません。

63歳……--5 年—---— へ、
ふ’• ••,•,w,•,•,•,•,•,•.w.•,•,•,·,•,•,•,•,•,•,•,•,•,•,•,•,•,•,'・・•,•,•,•,•,•,•,•,•．,••'・・',',W,',',',',',

支給されます。 ＼こ “ふ．“~ I戚でもらえない1/5年分まとめて豆叫
▲ ▲ 

給権発生 年金請求



(9)前。俊。座） 履c 邸領毎

厘l厘l厘l厘l

花 粉 症

愛媛県厚生連健診センター

医師飯尾センター長 篤

春が近づくと気が重くなる人も多いのではないでしょうか。＜しゃみ、鼻みず、目

がかゆい、涙が出るなどスギ花粉による花粉症の症状が出はじめる季節ですから。

花粉症は、気管支喘息、じんましん、アトピー性皮膚炎などと同様アレルギー性の

病気です。つまり外から侵入して来た物にたいして体が過剰に反応する病気です。こ

のうちアレルギー性鼻炎、特にスギ花粉症は近年激増し、青壮年の 3~4人に 1人と

考えられています。スギの木が増えたこと以外に、都市化、工業化などによる大気汚

染や、清潔な生活習慣による免疫力の低下が原因のように思われます。

治療法としては、症状を軽くする薬を飲む、花粉が飛び始める数週間前から薬を飲

む、原因物質に慣れる（減感作療法）などがありますが、完全に直す方法はまだ確立

していません。

予防対策としては、花粉を避けることです。晴天で気温の高い日や風の日、雨の翌

日などは外出を控えたり、窓を閉めたりしてください。外出するときは花粉が付きや

すい毛織物の着用は避け、マスク、メガネをかけ、帰ったら洗眼、うがいなどをして

ください。

一
月
度
の
部
落
長
会
で
お
願

い
を
し
、
各
部
落
常
会
で
ご
連

絡
を
頂
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
、

J
A
肱
川
で
は
独
自
の

商
品
券
を
発
行
し
て
お
客
様
に

ご
利
用
頂
い
て
お
る
と
こ
ろ
で

す
が
、

J
A
広
域
合
併
に
伴
い

平
成
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
新

し
く
愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組

合
が
発
足
致
し
ま
す
。

そ
の
為
、
現
在
発
行
し
て
お

り
ま
す
商
品
券
は
使
用
出
来
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
お
見
舞
い

返
し
、
内
祝
い
、
そ
の
他
で
商

品
券
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
は

平
成
十
一
年
三
月
二
十
五
日
ま

で
に

J

A
肱
川
本
所
、
各
支
所

に
於
い
て
そ
れ
ぞ
れ
商
品
と
の

交
換
を
し
て
全
部
ご
使
用
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
方
々
ご
連
絡

申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
現
金
と
の
交
換
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
宜
敷
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

R
R
⑤
R
 

J
A
肱
川
商
品
券
の

使
用
の
お
願
い
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ー一り直巨璽囀
優良材生産は直材づくりから．I

県 森 連 市況
乎成11年 1月27日市

大洲木市 （単位m'当り 円）

長さ 末口径
スギ ヒノキ マッ

その他
直曲がり 直 曲がり 直

7 cm 本 382本 285本 433本 340
8 CJD 本 439本 341本 601本 605

4 m  17,200 11,100 35,000 25,300 18cm上22,000
18 CID 18,400 12,400 38,000 28,500 2304 cmcm 上上 2 9 , 00 0 
2 4 cm 17 500 11 300 38 500 30 000 34 000 
7 cm 本 208本 163本 232本 163
8 CJII 本 231本 231本 391本 391

3m  
11 cm 11,500 18,000 
13 cm 19,100 13,000 30,200 22,800 18cm上19,000
18 cm 17,000 11,800 30,000 24,600 似4cm上24,000
2 4 cm 15 500 10 000 28 600 23 900 30cmJ: 
7 CJD 

本本 一一
本 一 本一 本一

2 m  8 cm 本一 本一 本 一

16 cm 13cm上
30 cm 30cm上

6m  
13 cm 22,100 17,300 51,100 36,900 
18 cm 20 300 17 000 47 000 41 600 

特選 153,200 

足 場 lm当たり 円～円

i諾ゴビ• 9 一9 ~ _ 般9 材9,、杉桧共に保、『合^ 。桧、枝打材買気強い。

--ー一年＝←，——”、__:__ --- :...---,_,_:--- I¥. I 

椎茸市況・
9,  •一---=-

椎茸生性はクヌギ林造成から．I

1乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1

市売日 ・ —•平成11年 1 月 25 日
市売数呈 • •537ケース 9,170kg 
平 均 単 価 3,557円
銘柄別単価

銘柄 価 格 相場 銘柄 価 格 相場

こうこ ～ 特用大 3,000 ~ 3,800 街す

大 屑 4,000 ~ 4,850 忌号 特用中 3,400 ~ 4,500 保

中 厚 5,000 ~ 6,000 保 特用中小 3,000 ~ 4,000 保

中 小 厚 4,000 ~ 5,500 保 特用小 2,000 ~ 3,000 保

4ヽ 厚 3,200 ~ 3,800 保 大パレ 1,800 ~ 2,400 号号

大ウス 4,000 ~ 4,800 5号 中 パ レ 2,200 ~ 2,800 弱

中 ウ ス 3,800 ~ 5,000 保 中小パレ 2,000 ~ 2,600 蒻

中 小 ウ ス 3,600 ~ 4,500 保 /」ヽパレ 1,200 ~ 1,600 目号

4ヽ ウス 3,000 ~ 4,000 保 変 形 2,000 ~ 3,000 弱

ジ ャ ミ 1,800 ~ 2,600 保 色 悪 ウ ス 1,800 ~ 2,600 弱

どんこ大 ～ 色悪パレ 600 ~ 1,200 亜目

ど ん こ 中 ～ 4消立ドンコ ～ 

どんこ小 ～ スライス 1,500 ~ 6,000 強

,~,̀ '‘:99,̀ 9,̀ 9t,̀ '‘J 
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日曜林業教室

1月31日（日）、先月号でお伝えしました我々林業課指導員

が間伐実践している大洲市松尾の山林で、サラリーマンを

対象とした日曜林業教室を開催しました。

今回は、その模様をお伝えすると同時に、皆さんにも日

曜林業をおすすめするつもりで紹介します。

「林業後継者となることなく、サラリーマソとなった方

たちに、もう一度山に目を向けて欲しい」ということで、

「土・日の休日だけでもこんなにも林業を営めます」をモッ

トーに行っているのですが、とにかく先伐から引き継いだ

山を、今の伐り時になって見捨てないで欲しいということ

でした。

ただ、ここで問題になるのが、材価の低迷です。 「山を

やっても儲からない」のであれば意欲もないのは当然です。

しかし、そんな中で「稼ぐ方法を教えましょう 」というのが

今回の趣旨でした。

さて、いよいよ間伐実技の研修に入りますが、最初は、

県森連大洲木材市場の武田所長さんの指導のもと、採材研

修から始まりました。

『採材研修』

市況表を片手に、もっとも高値のつく方向を 6-3- 3

m、 3-3- 3- 3mなどと探っていきました。ここで、

武田所長さんによる採材の際の注意点を紹介します。

・少しのことで値が変わるので、尺を正確に採り、斜め切

りは厳禁。（末口径が 1cmでも変わると材価 が大幡に変わ

る可能性がある。）

•とにかく直材を採ることを考え、大曲りは必ず取り除く。
・材価の変動を常に把握しておぎ、その時の市況に応じた

採り方を。

『間伐実演』

大洲市森林組合作業班 2名と林業課職員とで間伐の実演

を行いました。

間伐技術は効率よくやるためにはかなり高度な技術（経

験）が必要です。また、危険も伴います。特にヒノキは、

枝が残っているので、掛かり木になりやすく、その分、正

確な方向に伐倒できる技術と、安全な掛かり木処理のため

の道具が必要となります。我々もよく掛かり木にしてしま

うのですが、その対策として、「チルホール」や「木回し器」

を使います。チルホールを使えば木の重心を伐街方向に寄

せることができるし、木回 し器を使えば係った木、くるっ

と回して落とすことができます。

しかし、いつも驚かされるのはプロの技です。本番の大

事な時に掛かり木にしてしまう林業課と、掛かり木でさえ

数十秒で処理してしまうプ ロの差は大きく、良い例、悪い

例の良い見本だったように思います。

※収入間伐には、なすびの収穫のように、太ってお金にな

るものから伐っていく 「なすび伐り」が一つの例として上げ

られます。

『林内作業車による集材研修』

今回は、 1.3tのウインチ付 き林内作業車で、作業道か

ら道下の木を集材したのですが、どのような場所でもうま

く集材できるようになるためには、やはり経験が必要です。

作業車の配置、木の牽引方向、積み荷の重心など、気を配

らなければならないことがたくさんあります。しかし、私

の経験からですが、道さえしっかりしたものがついていれ

ば、初めてでも何とかなるでしょう（林内作業車道は森林

組合に依頼しても、平均的に900円／m くらいで開設でき

ます）。とにかくはじめは時間を惜しまず、積み過ぎにさ

え注意すれば、案ずるより産むが易しでしょう。

※ウインチ付き作業車は女性の手でも簡単に操作できます。

夫婦での作業が可能でしょう。（ちなみに林業課の相原主

席の山（久万林業）では、娘さんが作業車を動かすそうです。）

とにかく皆さんには、間伐をしなければならない という

“プレッシャー” よ りも 山で金を稼ぐ“喜び”を感じながら日

躍林業を始めていただけたらと思います。

林業改良指導員 松岡 真 悟
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ピ
ー
マ
ン
作
る
人
募
集
中

ピ
ー
マ
ソ
は
、
作
り
や
す
く
、

軽
量
で
あ
る
の
で
高
齢
者
や
女
性

向
け
の
作
物
で
、
価
格
も
比
較
的

安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
肱
川
町

で
も
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

出
荷
規
格
は
あ
ま
り
厳
し
く
な

く
、
取
り
遅
れ
で
出
荷
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

毎
日
収
穫
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

栽
培
期
間
は
長
く
、
五
月
中
旬

か
ら
十
一
月
中
・
下
旬
に
及
び
ま

す
。
そ
の
た
め
、
果
実
は
軽
量
で

す
が
う
ま
く
作
る
と
一

O
a
当
た

り
の
収
量
は
八

t
以
上
に
な
り
、

粗
収
益
も
二

0
0
万
円
以
上
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
袋
詰
め
に
は

か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
あ
ま
り
広
い
面
積
の
栽
培
は

で
き
ま
せ
ん
。

一
人
で
三

a
程
度

が
目
安
に
な
り
ま
す
。

一
圃
場
の
選
定

田
で
も
畑
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

が
、
日
当
た
り
が
よ
く
水
が
利
用

し
や
す
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
風
当
た
り
の
強
い

と
こ
ろ
は
避
け
ま
す
。

二

定

植

準

備

基
肥
を
施
用
し
、
畝
幅
一
五
〇

cm高
さ
二

Ocm
（
畑
は

一
Ocm)
の

畝
を
作
り
ま
す
。

耕
起
、
畝
立
て
は
土
が
湿

っ
た

状
態
で
行
い
、
そ
の
後
、
降
雨
で

畝
の
深
層
ま
で
湿
っ
た
状
態
で
、
ソ

ル
バ
ー
マ
ル
チ
を
被
覆
し
ま
す
。

支
柱
（
長
さ
六

O
c
m
、

-
0
a

当
た
り

一
四

0
0本
）
と
杭
（
長
さ

一
五

Ocm
以
上
、
一

0
a
当
た
り

五

0
0
本
）
準
備
し
ま
す
。
こ
れ

は
何
年
も
使
い
ま
す
の
で
、
特
に

杭
は
丈
夫
な
も
の
を
準
備
し
ま
す
。

風
の
当
た
る
と
こ
ろ
は
防
風
ネ
ッ

ト
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

防
風
ネ

ッ
ト
は
、
普
段
は
上
げ
て

お
い
て
風
の
強
い
と
き
だ
け
お
ろ

す
よ
う
に
し
ま
す
の
で
、
ネ
ッ
ト

は
上
だ
け
固
定
し
て
お
き
ま
す
。

三

定

植

ピ
ー
マ
ソ
は
比
較
的
高
温
を
好

む
植
物
で
す
。
定
植
時
期
は
、
晩

霜
の
心
配
が
な
く
な
り
、
最
低
気

温
十
℃
、
地
温
十
五
℃
を
保
て
る

時
期
で
一
般
的
に
露
地
栽
培
で
は

五
月
中
旬
に
な
り
ま
す
。

定
植
は
、
晴
天
の
暖
か
い
日
に

行
い
ま
す
。
植
え
穴
は
十
分
に
湿

ら
せ
、
鉢
土
が
乾
い
て
い
る
よ
う

な
ら
灌
水
し
ま
す
。
苗
が
老
化
し

て
い
た
り
色
が
悪
い
よ
う
で
し
た

ら
薄
め
の
液
肥
を
鉢
土
に
か
け
て

や
り
ま
す
。

植
え
穴
に
は
、
ア
ド
マ
イ
ヤ

ー

I
粒
剤
等
の
殺
虫
剤
を
混
ぜ
込
み

初
期
の
食
害
を
防
ぎ
ま
す
。

定
植
は
、
深
植
え
は
厳
禁
で
、

鉢
土
が

一
Cm

程
度
出
る
く
ら
い
の

浅
植
え
に
し
ま
す
。
ま
た
、
根
鉢

を
つ

ぶ
さ
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
定

植
し
ま
す
。

株
間
は
、
か
な
り
枝
が
伸
び
混

み
合
っ
て
き
ま
す
の
で
六

Ocm
以

上
と
し
ま
す
。

定
植
後
し
ば
ら
く
は
、
株
も
と

へ
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
ま
す
。
葉
色

が
薄
か
っ
た
り
、
軟
弱
、
徒
長
苗

に
は
薄
め
の
液
肥
で
灌
水
し
ま
す
。

四
定
植
後
収
穫
ま
で

定
植
後
は
、
苗
の
偽
伏
を
防
止

す
る
た
め
、
す
ぐ
に
支
柱
を
立
て
、

第
一
分
枝
の
下
を
結
束
し
ま
す
。

第
一
分
子
よ
り
下
の
脇
芽
は
晴
天

日
に
取
り
除
き
ま
す
。

定
植
後
す
ぐ
に
花
が
咲
き
、
実

が
付
き
ま
す
が
、
成
育
が
悪
い
場

合
は
、
一
番
果
は
摘
み
取
り
生
育

促
進
を
図
り
ま
す
。

定
植
三
週
間
後
に
疫
病
予
防
で

リ
ド
ミ
ル
粒
剤
を

一
株
当
た
り
三

g
株
も
と
に
散
布
し
ま
す
。

追
肥
は
、
収
穫
が
始
ま
っ
た
時

期
に
即
効
性
の
化
成
肥
料
を
窒
素

成
分
で

一
0
a
当
た
り
三
誼
施
用

し
ま
す
。
そ
の
後
は
、

一
0
か
ら

十
四
日
間
隔
で
追
肥
を
行
い
ま
す
。

梅
雨
明
け
ま
で
は
、
草
勢
を
強
く

す
る
つ
も
り
で
早
め
に
追
肥
、
灌

水
を
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

梅
雨
明
け
後
は
、
高
温
、
乾
燥

に
な
り
樹
勢
が
低
下
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
に
灌
水
を
行

う
と
と
も
に
、
地
温
上
昇
を
防
ぐ

た
め
に
敷
き
わ
ら
等
を
行
い
ま
す
。

ピ
ー
マ
ソ
は
、
比
較
的
病
害
虫

の
被
害
が
少
な
い
作
物
で
す
が
、

被
害
が
出
る
前
に
早
め
の
防
除
に

心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

栽
培
希
望
者
に
は
詳
し
い
資
料

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
農
協
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

飼
養
管
理
と
自
給
飼
料
分
析
事
業

の
有
効
活
用

＿
飼
養
管
理
等

夜
間
早
朝
は
、
ま
だ
ま
だ
冷
え

込
む
こ
と
か
ら
、
畜
舎
管
理
を
良

く
す
る
た
め
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
畜
舎
内
を
こ
ま
め
に
清
掃
し
、

塵
や
埃
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

②
敷
料
や
糞
尿
を
早
め
に
除
去
し
、

畜
舎
内
に
ガ
ス
や
湿
っ
た
空
気
が

滞
留
す
る
時
間
を
少
な
く
し
ま
し
ょ

ぅ③
天
候
を
見
定
め
積
極
的
に
開
放

し
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
、
発
情
の
適
期
把
握

な
ど
の
家
畜
飼
養
管
理
を
含
め
、

各
種
作
業
を
計
画
的
に
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

二
自
給
飼
料
分
析
事
業
の
有
効

活
用三

月
末
か
ら
の
播
種
期
を
目
前

に
、
昨
年
栽
培
・
調
整
し
た
サ
イ

レ
ー
ジ
等
を
分
析
依
頼
し
、
栽
培
・

調
整
条
件
の
見
直
し
を
し
ま
し
ょ

ぅ
も
し
、
昨
年
の
サ
イ
レ
ー
ジ
等

が
な
い
場
合
は
、
来
年
に
向
け
て

今
年
の
分
析
依
頼
の
計
画
を
検
討

し
ま
し
ょ
う
。 ‘̀ 

3
月
3
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪

方
面

3
月
4
日
（
木
）
岩
谷
方
面

3
月
8
日
（
月
）
中
津
方
面

3
月
1
7
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪

方
面

3
月
18
日
（
木
）
岩
谷
方
面

3
月
23
日
（
火
）
中
津
方
面

L

P

G
配
達
予
定
表

3
月
1
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

3
月
3
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

3
月

5

日
（
金
）
藤
野
原
•
町

3
月
8
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

3
月
10
日
（
水
）
久
保

3
月
1
2
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

3
月
1
5
日
（
月
）
犬
返
り
・
篠
谷

下
石
丸
・
滝
山

萩
野
尾

3
月
1
7
日
（
水
）
広
常
・
影
地

3
月
18
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

3
月
1
9
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
口

汗
生

3
月
2
1
日
（
日
）
鹿
野
川

3
月
23
日
（
火
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

3
月
25
日
（
木
）中
居
谷
・
嘉
城

共
栄
・
赤
岩

道
野
尾

3
月
2
7
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

3
月
29
日
（
月
）
敷
水
・
菟
野
尾
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中
小
企
業
金
融
対
策
で

企
業
育
成
と
商
店
街
活

性
化
の
推
進

小
規
模
企
業
の
実
梢
を
把
握
し

対
策
の
在
り
方
を
考
え
る

小
規
模
企
業
対
策
懇
談
会

小
規
模
企
業
者
の
抱
え
る
問
題
点
等
の
実
情
を
把
握
し
、

小
規

模
企
業
対
策
と
し
て
の
中
小
小
売
商
業
施
策
の
活
用
状
況
及
び
新

商
業
施
設
つ
く
り
に
よ
る
地
域
活
性
化
等
に
つ
い
て
懇
談
し
、
今

後
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
四
国
通
産
局
主
催
に

よ
る
小
規
模
企
業
対
策
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

川
上
商
工
会
に
て
開
催
さ
れ

た
こ
の
懇
談
会
は
、
毎
年
県
内

で
一
箇
所
し
か
行
わ
れ
な
い
貴

重
な
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

肱
川
町
、
河
辺
村
、
愛
媛
県
か

ら
の
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、

多
数
の
出
席
者
が
み
ら
れ
た
。

開
会
挨
拶
、
指
導
機
関
代
表

挨
拶
と
続
き
、
四
国
通
商
産
業

局
中
小
企
業
課
長
に
よ
る
中
小

企
業
金
融
対
策
を
中
心
と
し
た

最
近
の
中
小
企
業
対
策
に
つ
い

て
説
明
が
あ

っ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
ベ
ソ
チ
ャ
ー
企
業
育
成
、

商
店
街
活
性
化
推
進
に
く
わ
え
、

最
近
の
い
わ
ゆ
る
「
貸
し
渋
り
」

に
よ
る
中
小
企
業
の
事
業
資
金

不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
保
証

要
件
の
緩
和
、
低
い
保
証
料
率

の
適
用
を
広
範
な
中
小
企
業
者

が
受
け
ら
れ
る
特
別
保
証
制
度

を
新
し
く
創
設
し
た
こ
と
、
ま

た
成
長
発
展
が
認
め
ら
れ
る
新

規
事
業
の
創
出
な
ど
を
行
う
場

合
な
さ
れ
て
き
た
特
別
融
資
の

規
定
を
緩
和
し
た
こ
と
、
新
分

野
へ
の
進
出
事
業
を
融
資
対
象

事
業
と
し
て
追
加
し
た
こ
と
な

ど
、
こ
の
度
新
た
に
創
設
、
拡

充
、
緩
和
さ
れ
た
信
用
保
証
協

会
の
債
務
保
証
制
度
や
政
府
系

金
融
機
関
の
融
資
制
度
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
「
過
疎
地
域
に
お
け

る
新
商
業
施
設
づ
く
り
に
よ
る

地
域
活
性
化
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
株
式
会
社
成
研
の
波
出
石

誠
氏
に
よ
る
講
演
が
お
こ
な
わ

れ
、
肱
川
町
の
国
道

一
九
七
号

線
に
「
道
の
駅
」
の
計
画
が
あ

る
と
の
こ
と
で
そ
れ
を
ふ
ま
え

た
内
容
と
な
っ
た
。

波
出
石
氏
に
よ
る
と
、
最
近

の
傾
向
と
し
て
従
来
型
の
商
店

街
形
式
よ
り
も
や
は
り
、
充
分

な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
集

中
、
集
合
型
の
商
業
施
設
の
ほ

う
が
集
客
が
よ
く
、
お
の
ず
と

商
業
的
に
成
功
し
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
よ
う
な
新
し
い
商
業

地
域
活
性
化
の
た
め
の

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と

そ
の
方
策

施
設
を
造
る
際
の
手
順
と
し
て

は
、
ま
ず
自
分
の
町
を
知
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
肱
川
町
を

例
に
と
っ
た
波
出
足
氏
の
分
析

に
よ
る
と
、
内
部
的
要
素
の
強

み
と
し
て
、
例
え
ば
自
然
、
郷

土
芸
能
、
温
泉
な
ど
観
光
資
源

が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
弱
み
と

し
て
人
口
減
少
、
平
地
の
少
な

さ
、
商
業
的
停
滞
な
ど
が
あ
り
、

外
部
的
な
明
る
い
要
素
と
し
て

国
道
一
九
七
号
線
の
交
通
量
増

加
、
脅
威
と
し
て
大
洲
市
を
中

心
と
し
た
大
型
店
の
増
加
な
ど

を
あ
げ
、
自
分
の
町
を
客
観
的

に
み
て
、
新
し
い
商
業
施
設
が

ど
の
よ
う
な
方
向
性
（
コ
ソ
セ

プ
ト
）
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い

か
を
考
え
る
材
料
と
す
る
。
そ

し
て
、
地
元
の
お
客
さ
ん
を
中

心
に
す
る
か
、
外
か
ら
の
お
客

さ
ん
か
あ
る
い
は
両
方
か
、
ま

た
年
齢
層
は
ど
こ
に
絞
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
、
次
に
規

模
を
検
討
す
る
。
そ
の
と
き
の

方
法
と
し
て
、
ま
ず
環
境
の
似

て
い
る
他
の
地
区
の
施
設
を
参

考
に
し
、
交
通
量
を
調
べ
、
立

寄
率
を
だ
し
、
さ
ら
に
そ
の
中

か
ら
何
％
の
人
が

一
人
当
た
り

い
く
ら
く
ら
い
の
買
い
物
を
す

る
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
分

析
す
る
こ
と
で
年
間
の
売
上
予

想
が
判
明
し
、
施
設
の
規
模
も

だ
い
た
い
み
え
て
く
る
。
だ
れ

に
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）
、
な
に
を

（
コ
ソ
セ
プ
ト
）
、
ど
の
よ
う
に

（
運
営
方
法
、
規
模
な
ど
）
提
供

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
と
、

新
し
い
商
業
施
設
を
造
る
際
の

計
画
の
進
め
方
の
ひ
と
つ
を
話

さ
れ
た
。

次
に
、
四
国
通
商
産
業
局
商

業
進
行
室
長
か
ら
中
小
小
売
商

業
振
興
施
策
の
四
国
地
域
に
お

け
る
活
用
状
況
の
報
告
が
あ
っ

こ。f
 そ

の
後
、
質
問
、
意
見
を
交

わ
す
時
間
が
と
ら
れ
、
そ
の
中

で
、
パ
テ
ィ
オ
事
業
の
認
定
に

つ
い
て
や
、
商
店
街
整
備
等
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
ま
た
商
品

の
流
通
価
格
の
大
手
ス
ー
パ
ー

と
の
格
差
に
つ
い
て
の
質
問
に

通
商
局
か
ら
丁
寧
に
返
答
、
助

言
が
な
さ
れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。
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立
口

年

去

る

二

月

二

日

、

三

日

青
の
二
日
間
『
夢
と
希
望
と

ー

ー

恐

れ

な

き

勇

気

、

限

り

な
き
情
熱
、
終
わ
り
な
き
挑
戦
ー
』

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
「
第
一
回

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
」
が
、

北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

こ。t
 ホ

テ
ル
か
ら
地
下
鉄
に
て
全
国

大
会
会
場
ヘ
ビ
ル
の
所
々
に
あ
る

気
温
の
電
光
掲
示
板
は
マ
イ
ナ
ス

六
度
を
表
示
、
で
も
風
が
な
い
だ

け
体
感
温
度
は
そ
れ
ほ
ど
寒
い
と

思
い
ま
せ
ん
。

会
場
へ
入
る
と
全
国
か
ら
の
青

年
部
の
面
々
、
主
催
者
の
発
表
に

よ
る
と
約
二
千
四
百
名
の
参
加
と

の
こ
と
、
全
員
が
―
つ
の
ホ
ー
ル

に
は
入
ら
な
い
の
で
別
室
で
モ
ニ

タ
ー
を
見
な
が
ら
の
大
会
参
加
者

も
い
る
程
で
、
北
海
道
青
年
部
連

合
会
の
大
変
な
ご
苦
労
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

定
刻
に
な
り

「
全
国
大
会
第
一

部
」
の
開
始
。
大
会
旗
が
全
青
連

副
会
長
よ
り
会
長
へ
。
そ
し
て
北

海
道
青
連
会
長
の
手
に
。
開
会
宣

言
、
国
歌
斉
唱
、
誓
い
の
言
葉
に

続
き
主
催
者
挨
拶
、
歓
迎
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
等
が
終
わ
り
し
ば
し
の

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

休
憩
。
「
今
の
間
に
ち
ょ
っ
と
一

服
」
な
ど
と
思
う
間
も
な
く
「
主

張
発
表
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
全
国
で
六
つ
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
に
よ
る
、

N
H
K
で
い
う

「
青
年
の
主
張
」
の
様
な
も
の
で

す。
今
回
は
紙
面
の
都
合
で
、
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
部
員
の
発
表
を
簡

単
に
報
告
し
ま
す
。

九
州
は
佐
賀
県
の
青
年
部
の
発

表
者
で
す
が
、
不
慮
の
事
故
で
車

椅
子
生
活
に
な
り
、
仕
事
も
今
ま

で
ど
お
り
に
は
出
来
な
い
と
思
い

行
動
力
と
創
造
力
を
活
か
し
地
域
振
興
を
推
進

若
い
力
が
北
海
道
に
集
結

ま
た
現
在
の
高
度
情
報
化
、
国

際
化
時
代
に
は
、
国
民
一
人

一
人

悩
ん
だ
そ
う
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
を

か
さ
ね
な
が
ら
今
で
は
少
し
ず
つ

以
前
の
様
に
仕
事
も
や
れ
る
様
に

な
っ
た
と
力
強
く
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
も
加
入
、
同
じ
障
害
の
あ
る
方
々

と
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
し

た
。
ち
な
み
に
こ
の
部
員
は
車
椅

子
で
、
調
理
場
の
仕
事
も
こ
な
さ

れ
る
そ
う
で
す
。
逆
境
に
負
け
な

い
強
い
精
神
力
と
、
目
標
に
向
か

う
積
極
的
な
姿
勢
に
は
、
聴
講
者

に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
他
の
発
表
者
も
、
業
種
は

違
っ
て
も
青
年
部
員
、
後
継
者
と

し
て
活
躍
す
る
姿
に
惑
銘
を
受
け

ま
し
た
。
参
考
ま
で
に
講
評
の
中

で
は
、
自
己
体
験
が
主
だ
っ
た
が
、

青
年
部
活
動
、
地
域
に
対
す
る
主

張
等
、
新
し
い
視
点
で
の
発
表
を

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

全
国
大
会
第
二
部
は
、
「
国
際

化
時
代
に
お
け
る
青
年
経
営
者
の

役
割
」
と
い
う
こ
と
で
前
国
連
事

務
次
長
、
広
島
平
和
研
究
所
所
長

の
明
石
康
氏
の
基
調
講
演
、
国
連

職
員
と
し
て
四
十
年
を
過
ご
し
外

か
ら
見
た
日
本
を
中
心
に
話
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
外
国
人

の
労
働
者
や
学
生
に
も
門
戸
を
広

げ
、
就
労
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
だ
と
説
か
れ
ま
し

こ。f
 

が
外
交
官
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ

て
旺
盛
な
好
奇
心
を
持
ち
外
国
人

に
接
す
る
事
、
動
き
の
激
し
い
変

革
の
時
代
へ
の
対
応
、
そ
し
て
日

本
の
突
破
口
は
上
か
ら
で
は
な
く

中
小
企
業
か
ら
始
ま
る
事
だ
と
、

最
後
に
外
国
か
ら
評
価
さ
れ
る
外

交
を
と
の
事
で
し
た
。

基
調
講
演
が
終
わ
り
一
日
目
最

後
の
第
三
部
で
は
、
会
場
を
移
動

し
懇
親
会
会
場
へ
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ソ
は
北
海
道
の
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ソ
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
踊
り
は
、
昔
の
民
謡
を
現
代
風

に
ア
レ
ソ
ジ
し
、
大
勢
で
踊
っ
て

い
る
様
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
大
会
旗
の
引
継
が
行
わ

れ
北
海
道
青
連
会
長
か
ら
来
年
の

開
催
地
、
沖
縄
県
青
連
会
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
沖
縄

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
と
し
て
「
エ

イ
サ
ー
踊
り
」
こ
れ
は
、
太
鼓
を

た
た
き
踊
る
と
い
う
沖
縄
独
特
の

も
の
で
、
途
中
か
ら
は
ス
テ
ー
ジ

に
み
ん
な
が
上
が
っ
て
踊
っ
て
一

日
目
の
大
会
は
終
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。

翌
二
日
目
は
、
全
国
商
工
会
青

年
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
会
長

の
所
信
表
明
に
続
き
議
事
へ
、
女

性
部
員
、
賛
助
部
員
に
関
す
る
件
、

ま
た
、
青
年
部
活
動
の
あ
り
方
、

財
源
と
活
動
、
イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
関
す
る
件
等
で
、
多
く
の
意
見

発
表
、
要
望
が
出
ま
し
た
。
最
後

に、

二
日
間
の
全
国
大
会
に
参
加

し
て
感
じ
た
事
は
、
全
国
の
青
年

部
員
が
、
不
況
と
言
わ
れ
る
中
、

色
々
と
考
え
悩
み
、
少
し
で
も
明

る
い
方
へ
向
か
っ
て
行
こ
う
と
い

う
気
持
ち
に
変
わ
り
が
な
い
ん
だ

と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
共
鳴
し
、
地
域
に
お
け
る

青
年
部
と
し
て
も
積
極
的
に
行
動

し
、
地
域
振
輿
の
推
進
に
努
め
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
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河
辺
村
で
生
ま
れ
た
宮
岡
さ
ん

は
、
大
洲
高
校
か
ら
大
阪
の
大
学

に
進
学
さ
れ
、
大
学
卒
業
後
そ
の

ま
ま
大
阪
の
会
社
に
就
職
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
家
の
事
情
で
九
年
間
勤

務
さ
れ
た
会
社
を
退
職
し
、
河
辺

村
に
帰
郷
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平

成
二
年
に
お
兄
さ
ん
と
二
人
で
、

家
具
な
ど
の
製
造
販
売
の
会
社
光

信
を
設
立
さ
れ
た
。

昨
年
か
ら
は
、
新
た
に
エ
ヌ

・

エ
ヌ
・
オ
ー
の
愛
媛
総
代
理
店
と

し
て
、
「
ド
ク
タ
ー
サ
ウ
ナ
」
と
い

う
家
庭
用
サ
ウ
ナ
の
販
売
も
さ
れ

て
い
る
。
私
も
宮
岡
さ
ん
の
ご
厚

意
で
、
こ
の
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
み

こ。t
 一

般
的
な
サ
ウ
ナ
の
印
象
は
、

臭
く
て
息
苦
し
い
と
か
、
不
快
感

が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
が
、

こ
の

サ
ウ
ナ
は
、
そ
う
い
っ
た
嫌
な
感

じ
が
全
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

疲
れ
が
と
れ
身
体
が
軽
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

‘‘-、
（
株
）
光
信

宮
岡
茂
雄
さ

ん

「
ド
ク
タ
ー
サ
ウ
ナ
」

ご
存
じ
で
す
か

奥
味
を
持
ち
詳
し
く
聞
い
て
み

る
と
、
こ
の
「
ド
ク
タ
ー
サ
ウ
ナ
」

は
、
厚
生
省
の
厳
し
い
検
査
を

パ
ス
し
、
日
本
初
の
温
熱
浴
サ
ウ

ナ
と
し
て
医
療
用
具
の
承
認
を
得

た
治
療
器
で
、
ア
ト
ピ
ー
体
質
の

改
善
や
美
容
に
も
効
果
が
あ
る
そ

う
だ
。
す
で
に
、
肱
川
町
で
も
こ

の
製
品
を
利
用
し
て
い
る
家
庭
も

あ
る
と
い
う
。

こ
の
「
ド
ク
タ
ー
サ
ウ
ナ
」
に

典
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
事
前
に

宮
岡
さ
ん
の
会
社
に
連
絡
を
す
れ

ば
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
電
話
な
ど
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

趣
味
の
方
は
と
い
う
と
、
学
生

時
代
は
根
っ
か
ら
の
旅
行
好
き
だ
っ

た
の
だ
が
、
今
の
会
社
を
設
立
し

て
か
ら
は
、
忙
し
く
旅
行
に
行
く

暇
も
な
い
そ
う
だ
。
今
は
、
家
に

い
て
も
で
き
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

や
、
現
在
大
流
行
し
て
い
る
イ
ソ

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
熱
中
し
て
い
る
と

笑
顔
で
話
す
。

今
後
は
、
学
生
時
代
か
ら
の
手

話
に
よ
る
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
な
ど
の

幅
広
い
経
験
か
ら
、
障
害
者
や
高

齢
者
向
け
の
介
護
用
品
の
分
野
も

手
掛
け
て
い
ぎ
た
い
と
考
え
て
い

る
そ
う
だ
。

宮
岡
さ
ん
は
、
今
年
の
三
月
で

商
工
会
青
年
部
を
退
部
さ
れ
る
。

今
後
は
家
業
に
専
念
し
、
ま
た
趣

味
の
分
野
に
お
い
て
も
幅
広
い
活

躍
を
期
待
し
た
い
。

歳
末
大
売
出
し
当
選
者
発
表

【
特

等

】

大
西
永
里
子

萬
岡
ヨ
リ
子

川

上

栄

作

高
尾
と
よ
子

富

永

絶

幸

周

藤

春

馬

田

中

蔓

栄

篠

原

愛

西
本
か
お
る

田
中
喜
代
美

縄

田

進

山

本

登

【
一
等
】

水

本

忠

徳

谷

本

茉

衣

大
森
き
み
よ

大
森
さ
お
り

和

気

倫

英

菅

野

和

美

河

内

高

雄

川
上

栄
作

泉

花

子

冨
永
安
由
美

西

岡

孝

彦

三

井

錬

人

高

尾

麻

子

山

内

将

松
本
ヨ
シ
子

森

三

枝

子

篠

原

愛

田
中
サ
サ
子

富
永
千
代
子

山
田
フ
ミ
ヱ

宮

岡

米

子

植
木
ス
ヱ
ミ

上
鹿
野
川

小

藪
下
鹿
野
川

大
屋
敷

上
敷
水

肱

栄
河
辺
村
川
崎

河
辺
村
中
大
成

岩

谷

河
辺
村
中
大
成

河
辺
村
寺
藪

河
辺
村
用
の
山

上
石
丸

広

常

小

倉

小

倉
下
鹿
野
川

硯
河
辺
村
横
山

下
鹿
野
川

中

野
上
鹿
野
川

下
鹿
野
川

上
鹿
野
川

上
鹿
野
川

上
鹿
野
川

河
辺
村
植
松

河
辺
村
横
山

河
辺
村
中
大
成

河
辺
村
川
崎

河
辺
村
植
松

河
辺
村
用
の
山

河
辺
村
植
松

河
辺
村
植
松

梅
の
見
頃
の
便
り
が

届
ぎ
、
菜
の
花
の
黄
色

が
鮮
や
か
に
田
畑
の
周

囲
を
彩
り
、
早
春
の
う

き
う
ぎ
し
た
気
分
を
味

わ
え
る
季
節
に
な
っ
た
。

相
変
わ
ら
ず
、
景
気

の
長
期
低
迷
傾
向
を
抜

け
出
す
明
確
な
数
字
は

で
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
国
全
体

で
約
七
千
七
百
億
円
に
な
り
、

G

N
P
（
国
内
総
生
産
）

O
・
一
パ
ー

セ
ソ
ト
の
経
済
効
果
が
あ
る
と
い

う
地
域
振
典
券
が
早
い
と
こ
ろ
で

は
二
月
、
多
く
は
三
月
、
四
月
に

市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
る
。
一
月

一
日
現
在
十
五
歳
以
下
の
子
供
の

い
る
家
庭
、
六
十
五
歳
以
上
で
寝

．
た
き
り
状
態
の
人
、
市
町
村
民
税

非
課
税
の
人
、
老
齢
福
祉
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
取
っ

て
い
る
人
な
ど
に
貰
え
る
の
だ
。

三
月
一

0
日
交
付
予
定
の
肱
川

町
の
場
合
約
千
人
、
一
人

二
万
円

だ
か
ら
二
千
万
円
、
三
月
下
旬
予

定
の
河
辺
村
が
そ
の
約
半
分
と
な

る
そ
う
だ
。
こ
の
券
は
発
行
市
町

村
内
の
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
特

定
業
者
に
持
ち
込
み
、
半
年
以
内

に
使
わ
れ
な
け
れ
ば
無
効
と
な
る

た
め
、
春
か
ら
秋
口
に
か
け
て
、

三
千
万
の
消
費
が
川
上
地
区
に
起

こ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
日

常
の
消
費
と
重
な
る
部
分
も
あ
る

わ
け
だ
が
、
冷
え
込
ん
で
い
る
個

春疫秋冬

人
消
費
を
喚
起
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
役
立
つ
わ
け
だ
。

す
で
に
交
付
さ
れ
た
振
典
券
は
、

額
面
一
千
円
、
お
国
自
慢
的
な
デ

ザ
イ
ソ
に
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は

す
か
し
を
入
れ
た
り
、
コ
ピ
ー
防

止
用
の
イ

ソ
ク
を
使
っ
た
り
、
紙

幣
と
同
等
の
変
造
・
偽
造
防
止
処

置
を
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

と
い
う
。
商
店
街
で
は
特
別
市
を

開
い
た
り
し
て
、
消
費
を
促
す
努

力
も
な
さ
れ
て
い
る
。

景
気
対
策
と
し
て
、
政
府
は
昨

年
は
所
得
税
の
減
税
を
行
い
、
今

年
は
こ
の
振
興
券
発
行
、
以
前
か

ら
の
低
金
利
政
策
、
公
共
工
事
の

拡
大
と
併
せ
て
、
冷
え
込
ん
だ
消

費
意
欲
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
躍
起

だ
。
さ
ら
に
国
民
年
金
の
掛
金
据

え
置
ぎ
も
予
定
さ
れ
て
い
る
い
っ

ぽ
う
で
介
護
保
険
の
負
担
の
問
題

も
あ
り
、
先
々
の
生
活
不
安
は
拭

い
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
政
策
に
よ
っ
て
、
国
の
借
金
は

確
実
に
増
え
、
こ
れ
を
返
す
の
は

容
易
で
は
な
い
。
個
人
消
費
が
増

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
景
気
が
上

向
き
、
企
業
や
個
人
の
税
金
の
納

付
額
が
増
え
る
以
外
に
道
は
な
い
。

地
域
振
輿
券
に
よ
っ
て
消
費
の
あ

り
方
を
考
え
て
み
た
い
も
の
だ
。
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ふ
る
さ
と
回
想
記

大

野

予
子
林

和

(71
歳 、.̀

本
の
題
名
も
「
村
の
は
な
し
」

と
決
め
て
い
た
。
表
紙
絵
も
大

野
正
盛
の

「
運
根
鈍
」
か
ら
と

れ
ぬ
か
な
ど
と
眺
め
て
い
た
。

「
昔
」
、
「
ふ
る
さ
と
」
に
は
つ

き
せ
ぬ
郷
愁
、
ロ
マ
ソ
を
感
ず

る
。
然
し
調
査
も
中
断
し
て
三

十
年
、
暇
に
な
っ
た
ら
と
思
っ

た
り
す
る
が
、
再
開
し
て
も
自

分
自
身
が
「
古
老
」
に
な
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
世
話
は
な
い
。

あ
き
ら
め
る
よ
り
ほ
か
な
い
だ

ろ
う
。怪

談
、
力
自
慢
、
相
撲
の
話
、

名
人
、
酒
の
み
、
ぬ
す
っ
と
、

色
ば
な
し
、
芸
者
の
こ
と
、
筏

流
し
、
狩
人
、
け
だ
も
の
、
活

動
写
真
、
戦
争
、
兵
隊
、
政
治

こ
ぽ
れ
話
：
・
・
：
い
ろ
ん
な
こ
と

を
拾
っ
て
い
た
の
で
一
っ
面
白

い
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
伊
予

史
談
に
「
大
正
四
年
五
月
、
六

月
の
頃
、
前
出
雲
の
国
貴
族
院

正
二
位
男
爵
千
家
尊
福
閣
下
伊

予
巡
回
の
時
の
和
歌
抄
」
と
し

て
中
西
盛
信
氏
が
和
歌
を
掲
げ
、

最
后
に
「
愛
媛
県
を
巡
り
け
る

日
数
は
四
十
五
日
な
る
が
云
々
」

と
文
を
結
ん
で
い
る
。
県
内

務
部
長
、
郡
長
、
三
島
警
察
署

長
、
神
職
会
理
事
等
の
出
迎
え

を
う
け
ら
れ
愛
媛
入
り
を
さ
れ

た
の
は
五
月
二
十
七
日
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
予
子
林
へ
も
来
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
「
生
き
神
様

来
た
る
」
と
大
騒
動
だ
っ
た
。

何
分
出
雲
大
社
を
司
る
人
で
あ

り
、
こ
の
地
に
足
を
印
し
た
位

階
最
高
の
人
で
あ
る
か
ら
タ
マ

ゲ
タ
訳
だ
。
何
処
に
泊
ま
っ
て

も
ら
う
か
「
商
家
は
不
浄
な
り
」

と
言
は
れ
る
と
か
、
旅
館
は

駄
目
。
評
定
の
結
果
安
倍
ス
ギ

氏
宅
（
現
在
農
協
の
と
こ
ろ
）

が
選
ば
れ
、
川
中
ハ
ル
さ
ん
が

給
事
に
当
た
ら
れ
た
。
ま
た
山

中
ヨ
シ
ノ
さ
ん
は
日
露
戦
争
戦

死
者
の
妻
、
三
人
の
子
供
を
よ

く
育
て
ら
れ
郡
長
表
彰
を
う
け

ら
れ
た
方
だ
が

「
生
き
神
様」

に
頭
を
撫
で
て
も
ら
い
、
感
激

の
涙
を
流
さ
れ
た
由
で
あ
る
。

い
ま
一
っ
。
今
年
は
川
サ
ミ
ッ

ト
開
催
を
予
定
し
て
い
る
の
で

川
に
か
4

わ
る
こ
と
を
。
祖
父

常
一
郎
の
旅
行
記
の
一
部
を
掲

載
さ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
4

す

る。
広

島

旅

行

大

野

常

一

郎

明
治
二
十
一
年
四
月
二
十
七

日
、
午
前
八
時
出
立
、
硯
ョ
リ

川
船
二

乗
ス
。
時
二
九
時
ナ
リ
。

同
行
者
、
岡
部
ト
モ
氏
、
外
ニ

安
倍
小
源
太
氏
神
戸
へ
製
茶
検

査
員
ト
シ
テ
出
張
二
付
同
行
、
ソ

二
宮
岩
太
郎
、
岡
田
竹
一
、
岡

部
宇
喜
太
郎
、
大
塚
平
吉
、
他

ニ
大
洲
、
内
子
各
一
名
ッ
ツ
ナ

リ
。
（
略
） ‘、̀

水
勢
甚
夕
強
ク
硯
ョ
リ
大
洲

マ
テ
ニ
時
間
三
十
分
ニ
テ
着
、
ソ
、

大
洲
ョ
リ
長
浜
迄
二
時
間
ニ
テ

着
、
ソ
タ
リ
。
安
田
勇
五
郎
氏
二

テ
晩
飯
を
喫
、
ソ
、
三
ッ
濱
通
ノ

和
船
二
乗
、
ソ
出
船
ス
。
海
上
風

波
穏
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
乗
人
多

ク
シ
テ
凡
畳
二
枚
敷
ノ
処
工
六

七
人
ノ
乗
客
ア
リ
テ
ヒ
ザ
ヲ
屈

ス
レ
バ

伸
ス
能
ハ
ス
。
（
略
）

五
月
二
日
暁
、
三
ヶ
濱
二
着

船
、
ソ
夫
ョ
リ
陸
路
を
帰
ラ
ソ
ト

セ
シ
モ
海
路
長
浜
へ
廻
ル
コ
ト

ト
ナ
リ
、
和
船
二
乗
、
ソ
三
ツ
浜

港
ヲ
出
港
ス
。
折
カ
ラ
海
上
波

荒
ク
三
四
人
ノ
婦
人
ハ
船
中
二

居
ル
能
ハ
ス
シ
テ
陸
路
郡
中
二

行
キ
タ
リ
。
予
ハ
依
然
船
二
居

ル
モ
波
荒
ク
一
上
一
下
船
進
マ

ス
。
午
后
二
時
漸
ク
郡
中
へ

着
、
ソ
、
船
人
云
フ
風
止
ミ
波
静

マ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
船
ヲ
出
ス

ヲ
得
ス

ト
。
依
ッ
テ
此
処
ヨ
リ

上
陸
、
ソ
陸
路
中
山
二
帰
ル
。
芸

暮
中
山
河
万
二
投
宿
ス
。
三
日

幸

二
晴
レ
午
后
四
時
コ
ロ
帰
村

セ
リ
。
（
終
り
）

立
町
六
十
年
を
記
念
し
、
現

在
町
誌
編
纂
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
大
変
な
こ
と
だ
が
す
こ
し

で
も
新
し
い
も
の
を
掘
起
し
て

い
た
ゞ
き
た
い
、
い
ま
を
生
き

た
足
跡
を
残
し
て
お
き
た
い
と

思
う
。
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新 成人のみなさん

第
五
十
一
回
肱
川

町
成
人
式
を
一
月
十

五
日
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
肱
川
町
公
民

館
で
行
い
ま
し
た
。

本
年
の
対
象
は
昭
和

五
十
三
年
四
月
二
日

か
ら
翌
五
十
四
年
四

月
一
日
に
生
ま
れ
た

若
者
で
三
十
八
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
町

長
が
、
「
豊
か
な
教

養
と
健
全
な
精
神
、

高
い
情
報
を
合
わ
せ
持
つ
文
化

人
と
し
て
責
任
を
自
覚
し
た
青

年
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
覚
と
誇
り
と
責
任
を

持
っ
て
一
歩
一
歩
自
ら
の
目
標

に
向
か
っ
て
前
進
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
」
と

式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
を
代
表

し
て

、
鳥
越
絵
美
さ
ん
が
、

「
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
社
会

人
と
し
て
歩
み
始
め
る
私
た
ち

を
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
導

き
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
」
と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

式
の
後
、
「
出
会
い

に
生
き
る
」
と
題
し
て
、

元
肱
川
中
学
校
校
長
の

佐
川
敬
先
生
が
記
念
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
教
師
と
し

て
教
壇
に
立
ち
、
成
人

者
の
恩
師
で
も
あ
り
ま

す
。
現
在
は
蛍
翔
出
版

倶
楽
部
代
表
と
し
て
、

ま
た
、
講
師
と
し
て
も

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

tu
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幸
福
と
は

幸
福
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

幸
福
は
義
務
で
あ
る
。
幸
福

を
追
及
す
る
権
利
は
公
共
の
福

祉
に
反
し
な
い
限
り
憲
法
で
も

保
障
さ
れ
て
い
る
。

幸
福
と
は
権
力
で
あ
る
か
。

幸
福
と
は
お
金
で
あ
る
か
。

よ
く
、

「健
康
こ
そ
幸
せ
だ
。
」

と
言
う
人
が
い
る
。
健
康
が
幸

せ
な
ら
健
康
で
な
い
病
気
の
人

は
幸
せ
に
な
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
時
々
「
健
全
な
る
精
神
は
、

健
全
な
る
肉
体
に
宿
る
。
」
と

言
う
人
が
い
る
。
こ
れ
は
完
全

な
誤
訳
で
あ
っ
て
、
原
文
は
、

「
健
全
な
る
精
神
よ
、
健
全
な

る
身
体
に
宿
れ
か
し
。
」
と
い

う
願
望
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

創
造
の
喜
び
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
創
造
の
喜
び
は
天
才
だ
け

に
与
え
ら
れ
、
平
凡
な
人
間
に

は
幸
福
は
望
め
な
い
事
に
な
る
。

そ
れ
じ
ゃ
も
の
の
見
方
や
、

考
え
方
は
ど
う
か
。
上
を
見
れ

ば
き
り
が
な
い
か
ら
下
を
見
て

暮
ら
そ
う
と
言
う
の
は
差
別
に

講師の
佑川敬先生

「
出
会
い
に
生
き
る
」

蛍
翔
出
版
倶
楽
部
代
表

佑

川

敬

先

生

通
じ
る
。
こ
れ
も
だ
め
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

幸
福
と
は
出
会
い
で
あ
る

私
が
考
え
る
幸
福
と
は
何
か
、

そ
れ
は
確
実
に
「
出
会
い
」
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
限
り
あ
る
こ

の
世
に
い
て
ど
う
い
う
人
と
ど

ん
な
出
会
い
を
す
る
か
、
そ
れ

が
幸
福
の
条
件
で
あ
り
、
そ
れ

が
幸
福
そ
の
も
の
で
あ
る
と
私

は
考
え
て
い
る
。

「
出
会
い
」
に
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
「
ど
こ
で
生
ま
れ
る

か
。
」
み
な
さ
ん
の
様
に
川
の

流
れ
の
ぎ
れ
い
な
こ
の
肱
川
の

町
に
生
ま
れ
る
の
か
。
公
害
で

い
っ
ぱ
い
の
都
会
の
真
ん
中
に

生
ま
れ
る
の
か
。
生
ま
れ
る
所

に
よ
っ
て
差
別
す
る
の
が
部
落

差
別
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
と
こ

ろ
が
違
う
。
そ
れ
だ
け
の
事
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
<

だ
ら
な
い
差
別
が
今
の
世
の
中

で
も
平
気
で
横
行
し
て
い
る
。

そ
の
次
は
「
家
族
」
で
あ
る
。

ど
ん
な
親
の
許
に
生
ま
れ
る
か
、

ど
ん
な
兄
弟
と
一
緒
に
生
ま
れ

る
か
こ
れ
も
大
き
な
こ
と
で
あ

る
。
フ
ラ
ソ
ス
の
皇
帝
ナ
ポ
レ

オ
ソ
は
、
「
全
て
の
子
ど
も
の

運
命
は
母
親
が
作
る
」
と
言
っ

て
い
る
。
本
当
に
両
親
と
い
う

の
は
大
事
で
あ
る
、
兄
弟
も
大

事
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
少
し
大
き
く
な
る

と
、
「
友
人
」
と
出
合
う
。
友
人

と
の
出
会
い
と
い
う
の
も
非
常

に
大
事
。
特
に
若
い
人
の
場
合

は
大
事
で
あ
る
。
友
逹
に
よ
っ

て
人
間
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て

し
ま
う
。
「
類
は
友
を
呼
ぶ
」
と

か
、
「
類
は
類
を
呼
ぶ
」
と
言
わ

れ
る
が
、
く
だ
ら
な
い
友
達
と

つ
き
あ
う
者
は
必
ず
く
だ
ら
な

い
生
活
を
す
る
。
こ
れ
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
特
に
若
い
時

は
そ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
詩

人
ゲ
ー
テ
が
、

「
空
気
と
光
と

友
達
の
愛
。
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば

気
を
落
と
す
こ
と
は
な
い
。
大

事
な
の
は

『
友
達
の
愛
』
だ
。
」

と
言
っ
て
い
る
。
一
っ
例
を
あ

げ
る
と
、
現
在
ア
シ
ッ
ク
ス
の

会
長
、
鬼
塚
喜
八
郎
が
青
年
時

代
の
話
で
あ
る
。
上
田
弘
敏
と

言
う
親
友
が
い
た
。
二
人
と
も

戦
争
に
行
っ
た
。
戦
争
に
行
く

時
、
上
田
弘
敏
が
喜
八
郎
の
肩

を
持
っ
て
「
俺
は
神
戸
の
鬼
塚

と
い
う
老
夫
婦
と
養
子
に
行
く

約
束
を
し
て
い
る
。
俺
に
万
一

の
事
が
あ
っ
た
ら
あ
の
鬼
塚
老

夫
婦
を
頼
む
。
」
と
。
終
戦
後
、

喜
八
郎
は
鳥
取
の
実
家
に
帰
っ

て
い
た
。
そ
う
し
た
ら
神
戸
か

ら
手
紙
が
来
た
。
「
私
た
ち
夫

婦
は
空
襲
で
家
も
焼
か
れ
食
べ

る
も
の
も
満
足
に
な
く
、
歳
も

と
っ
て
い
る
か
ら
仕
事
も
な
く

本
当
に
困
っ
て
い
ま
す
。
実
は

親
し
く
し
て
い
た
上
田
が
、
自

分
の
親
友
は
こ
う
い
う
男
だ
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
彼
に
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頼
め
と
言
い
残
し
て
行
っ
た
。

だ
か
ら
あ
な
た
に
す
が
り
た
い
。

何
と
か
私
た
ち
を
助
け
て
下
さ

い。
」
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

そ
れ
で
喜
八
郎
は
取
る
も
の
も

と
り
あ
え
ず
神
戸
に
行
っ
て
そ

の
二
人
の
面
倒
を
見
た
。
と
こ

ろ
が
一
年
半
ぐ
ら
い
経
っ
て
、

そ
の
上
田
中
尉
が
戦
争
で
死
ん

だ
と
い
う
公
報
が
入
っ
て
く
る
。

そ
の
時
の
鬼
塚
夫
婦
が
ど
う
言
っ

た
か
と
い
う
と
、
何
の
関
係
も

な
い
自
分
の
養
子
に
な
る
約
束

を
し
て
い
た
人
の
親
友
と
い
う

だ
け
で
、

「
誠
に
す
ま
ん
が
、

う
ち
の
養
子
に
な
っ
て
も
ら
え

ま
い
か
、
家
も
な
い
、
財
産
も

な
い
、
何
も
な
い
。
し
か
し
、

あ
な
た
に
す
が
る
以
外
何
も
生

き
て
い
く
方
法
が
な
い
。
」
そ

う
お
願
い
し
た
。
喜
八
郎
は
老

人
の
言
葉
を
聞
き
な
が
ら
、
親

友
上
田
君
が
頼
ん
で
い
る
よ
う

に
思
え
、
喜
ん
で
養
子
に
な
っ

た
。
最
初
は
商
社
に
勤
め
て
、

老
夫
婦
を
養
う
、
親
の
ご
と
く

尊
敬
し
て
。
そ
う
し
た
あ
る
日
、

戦
友
で
あ
っ
た
堀
公
平
に
偶
然

出
会
う
。
堀
は
そ
の
当
時
兵
庫

県
の
教
育
委
員
会
の
保
健
体
育

課
の
課
長
に
な
っ
て
い
た
。
今

ま
で
の
い
き
さ
つ
を
話
す
と
堀

も
び
っ
く
り
し
て
、

「
お
ま
え

の
友
情
の
厚
さ
に
は
驚
く
。
そ

う
し
た
ら
提
案
が
あ
る
の
だ
が
、

運
動
靴
を
作
っ
て
み
な
い
か
。
」

と
。
「
日
本
は
戦
争
に
負
け
て

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

若
い
者
も
う
ろ
う
ろ
し
て
や
る

こ
と
が
な
い
。
こ
こ
で
日
本
が

取
り
組
む
べ
き
は
ス
ポ
ー
ツ
、

運
動
靴
を
作
っ
て
売
り
出
す
と

儲
か
る
と
思
う
が
。
」
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
。
そ
こ

で
喜
八
郎
は
、
勤
め
て
い
た
会

社
を
辞
め
て
、
た
っ
た
一
部
屋

で
電
話
一
本
で
仲
間
集
め
、
た
っ

た
三
人
が
鬼
塚
株
式
会
社
と
い

う
の
を
作
っ
た
。
そ
れ
か
ら
五

十
年
経
っ
た
が
、
会
長
さ
ん
の

そ
の
話
に
心
を
打
た
れ
て
ア
シ
ッ

ク
ス
を
支
え
る
、
そ
う
い
う
人

が
増
え
て
い
る
。
友
情
と
い
う

の
は
こ
う
い
う
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
特
に
若
い
人
は
友

情
を
大
事
に
友
逹
を
大
事
に
し

て
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

よ
い
出
会
い
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

学
校
に
行
く
と
「
教
師
と
の

出
会
い
」
が
あ
る
。
ど
う
い
う

教
師
と
出
会
う
か
で
一
生
が
決

ま
る
場
合
が
あ
る
。
宮
沢
賢
治

は
小
学
校
二
年
の
時
の
担
任
の

先
生
が
毎
日
本
を
読
ん
で
く
れ

た
り
、
お
話
を
聞
か
せ
て
く
れ

た
り
し
た
。
心
の
中
で
自
分
も

大
人
に
な
っ
た
ら
あ
の
よ
う
な

お
話
を
作
る
人
に
な
り
た
い
と

思
い
宮
沢
賢
治
が
生
ま
れ
て
い

く
の
で
あ
る
。

ま
た
、

「書
物
と
の
出
合
い
」

も
あ
る
。
ど
う
い
う
本
と
出
合

う
か
ど
う
い
う
本
を
読
む
か
に

よ
り
人
間
が
変
わ
っ
て
く
る
。

た
っ
た
千
円
の
本
が
人
生
を
変

え
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、

「
言
葉
と
の
出
合
い
」

も
あ
る
。
ど
ん
な
言
葉
と
出
合

う
か
先
生
や
親
、
ま
た
は
近
所

の
人
の
一
言
の
励
ま
し
が
そ
の

人
間
を
導
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

そ
れ
か
ら
「
出
来
事
と
の
出

合
い
」
も
あ
る
。
宗
教
改
革
の

マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー
は
学
生
の

頃
雷
に
打
た
れ
神
学
を
学
ん
だ
。

い
つ
ど
う
い
う
出
合
い
に
恵

ま
れ
る
か
そ
れ
が
そ
の
人
の
運

命
を
、
幸
せ
を
決
め
て
行
く
の

だ
と
思
う
。
神
様
は
良
い
人
に

だ
け
良
い
出
会
い
を
与
え
る
の

か
。
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。

神
は
誰
に
で
も
公
平
に
、
誰
に

で
も
出
会
い
の
チ
ャ
ソ
ス
を
く

れ
る
。
そ
の
時
の
出
会
い
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
が
問
題

で
あ
る
。

誰
だ
っ
て
神
様
は
人
間
に
公

平
に
出
会
い
を
さ
せ
て
く
れ
る

と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
偶
然
性

は
非
常
に
強
い
。
英
語
の
「
ハッ

ピ
ー
（
幸
福
）
」
の
語
瀕
は
「
パ
ッ

プ
ソ
（
起
こ
る
）
」
で
あ
る
。
出

会
い
は
偶
然
性
が
強
い
。

同
じ
出
会
い
が
あ
っ
て
努
力

す
る
こ
と
を
中
村
光
夫
は
「
倫

理
的
努
力
」
と
言
っ
て
い
る
。

幸
福
論
を
唱
え
た
ア
ラ
ソ
が
、

「
幸
福
と
い
う
の
は
始
ま
り
は

偶
然
性
が
強
い
ん
だ
が
、
本
当

は
そ
れ
に
出
会
う
の
は
当
人
の

普
段
の
努
力
だ
。
」
と
説
い
て

い
る
。
倫
理
的
努
力
と
は
、
本

を
読
め
、
物
事
を
鋭
く
観
察
せ

ょ
、
人
の
話
を
よ
く
聞
け
、
な

る
べ
く
多
く
の
人
と
話
し
合
え
、

時
々
ひ
と
り
に
な
っ
て
も
の
を

考
え
て
み
よ
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。山

本
常
朝
が
書
い
た
「
葉
隠

れ
」
の
中
に
、

「
人
に
言
っ
て
聞

か
す
人
は
多
い
が
、
喜
ぶ
人
は

少
な
い
。
人
の
教
訓
な
ん
か
聞

か
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
三

十
歳
も
超
え
た
ら
、
言
っ
て
聞

か
せ
て
く
れ
る
人
も
な
い
。
一

生
間
違
っ
た
こ
と
ば
か
り
増
し

て
廃
っ
て
い
く
。
」
と
い
っ
て

い
る
。
み
な
さ
ん
は
丁
度
二
十

歳
の
歳
。
こ
れ
か
ら
が
勝
負
。

こ
れ
か
ら
十
年
間
が
勝
負
だ
と

思
っ
て
欲
し
い
。
三
十
歳
に
な
っ

た
ら
本
気
で
教
訓
し
て
く
れ
る

人
は
い
な
く
な
る
。
こ
れ
か
ら

の
十
年
が
み
な
さ
ん
の
人
生
を

決
め
る
。
幸
福
に
な
る
か
不
幸

に
な
る
か
。
幸
福
に
な
っ
た
人

だ
け
が
人
に
力
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
を
言
い
た
い

の
で
あ
る
。
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん

に
は
幸
福
な
人
生
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
よ
く
若
い
人
で

世
の
中
が
悪
い
か
ら
し
ょ
う
が

な
い
と
い
う
人
が
い
る
が
、
自

分
た
ち
が
何
も
し
な
い
か
ら
世

の
中
が
良
く
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
湯
川
秀
樹
が
、
「
う

ち
破
る
べ
き
壁
は
常
に
自
分
の

＼
 

'~ 
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側
に
あ
る
。
若
い
と
き
に
は
他

人
を
責
め
が
ち
で
あ
る
が
、
そ

う
じ
ゃ
な
い
。
」
と
言
っ
て
い

る。最
後
に

成
人
式
は
二
十
歳
に
大
人
に

な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
自
ら
生

き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い

励
ま
す
日
で
あ
る
。
自
覚
、
自

ら
生
き
よ
う
と
す
る
青
年
で
な

け
れ
ば
祝
う
値
打
ち
が
な
い
と

私
は
思
う
。
あ
し
た
か
ら
で
は

遅
い
の
で
今
日
か
ら
何
か
―
っ

倫
理
的
な
努
力
を
始
め
る
べ
き

だ
と
思
う
。
今
す
で
に
し
て
い

る
人
は
も
う
一
っ
何
か
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
れ
が
若
い
人
の

志
で
あ
る
と
思
う
。
中
原
中
也

の
詩
に
「
そ
の
志
、
明
ら
か
な

れ
ば
冬
の
夜
を
我
は
嘆
か
ず
。
」

と
あ
る
。
本
当
の
志
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
た
い
て
い
の
事
に
は

耐
え
ら
れ
る
。
辛
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
「
辛
い

と
言
う
字
は
も
う
少
し
で
幸
せ

と
い
う
字
に
な
れ
そ
う
な
字
で

あ
る
。
」
星
野
富
弘
の
詩
の
一

節
で
あ
る
。

辛
け
れ
ば
つ
ら
さ
を
抱
き
し

め
る
。
辛
さ
を
抱
き
し
め
る
こ

と
を
辛
抱
と
言
う
。
辛
抱
し
て

自
分
を
見
つ
め
て
自
ら
自
覚
し

て
い
い
出
会
い
を
求
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
み
な
さ
ん
の
新
た

な
努
力
に
心
か
ら
期
待
し
て
話

を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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予
子
林
分
館
で
は
、
昨

年
の
十
二
月
六
日
（
日
）

予
子
林
小
学
校
で
予
子
林

分
館
が
産
業
文
化
祭
を
行

い
ま
し
た
。
農
産
物
の
品

評
会
や
趣
味
の
作
品
展
で

は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

懐
か
し
い
ポ
ソ
菓
子
の
実

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
運

動
場
で
は
グ
ラ
ウ
ソ
ド
ゴ

ル
フ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
机
を

囲
ん
で
話
に
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

を
各
部
落
か
ら
出
場
者
を

募
り
行
い
ま
し
た
。
カ
ラ

オ
ケ
機
械
が
採
点
す
る
の

を
見
て
び
っ
く
り
し
な
が

ら
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で

す。

農 産物 の 品 平ー(-ロ 会 Jゞ ザ 会 場

¢ 中丑←卜丑丑丑丑←臼〇←曰丑丑丑丑井

! ［ 新購入図書 i 
令

令 「橋をかける」 美智子 令
令 令
令 「椿山」 乙川優三郎 令

令 「ゴールドラッシュ」 柳美里令
令
令 「オルガニスト」 山之内洋 t 
令 「殺された道案内」 佐藤雅美 令
令
令 「かくも短き眠り」 船戸与ー i 
i 「戯湖」 鳴 海 章令

令 「結ぷ」 皆川博子 i 
令 「内気な拾得者」 佐 野 洋令
+ 令 「黒猫ロック」 谷村志穂 i 
令 「ヴァインランド」 トマス・ビンチョン 令
令
令 「暗い迷宮」 ピーター ・ラプゼイ ： 
令 「偶然の音楽」 ポール・オイスター 令
令
令 「からだによく効くお風呂の入り方」 植田利彦 i 
令 「見てわかる確定申告」 角本尚史 令： 「ピストロスマップ美味しいレシピ」 令

令 「毎日のおかずに困らないレシピ1500」 令
令

i 「推理ゲーム 1. 2年生」 令

令 「 I, 3.4年生」 ： 
: 「 11 5. 6年生」 ： 
令

ぃゃ丑丑丑丑丑中ゃ丑丑中中中中丑丑中中」

尚
田
タ
ケ
子

(82
歳）

大
谷
大
平

同

級

会

中
野
小
の
三
、
四
年
生
と
岩

谷
小
学
校
の
緑
の
少
年
隊
の
児

童
が
、
鹿
野
川
湖
で
野
鳥
観
察

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
ダ
ム

湖
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
渡
り

鳥
等
は
、
オ
シ
ド
リ
、
マ
ガ
モ

等
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は

L
M

バ
ー
ド
肱
川
の
方
の
説
明
を
聞

き
、
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

L

M
バ
ー
ド
の
方
の
話
に
よ
る
と
、

渡
り
鳥
が
飛
来
し
て
き
た
の
は

例
年
よ
り
早
い
よ
う
で
す
。
ま

た
、
数
も
少
な
い
よ
う
で
す
。

暖
冬
で
引
き
上
げ
る
の
も
早
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ダ

ム
湖
周
辺
に
は
ド
ソ
グ
リ

の
食
料
と
な
る
の
が
多
く

え
さ
は
豊
富
に
あ
り
、
渡

り
鳥
の
飛
来
地
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
L
M
バ
ー

ド
肱
川
の
方
が
用
意
し
た

双
眼
鏡
で
岩
谷
と
中
野
の

子
ど
も
た
ち
が
仲
良
く
鳥

を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
鹿
野
川

湖
が
有
数
の
渡
り
鳥
の
飛

来
地
で
あ
る
こ
と
を
知
り

驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

年
に
一
度
の
同
級
会

思
い
出
話
の
数
々
を

歌
っ
て
飲
ん
で
語
り
合
い

楽
し
い
気
持
ち
は
あ
る
け
れ
ど

一
年
ご
と
に
減
っ
て
い
く

友
を
思
え
ば
寂
し
く
て

辛
い
気
持
ち
が
先
に
立
つ

来
世
は
来
世
の
喜
び
が

あ
る
か
も
知
れ
ん
と
あ
き
ら
め

て余
分
な
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず

残
っ
た
も
の
で
楽
し
ん
で

き
れ
い
な
お
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ

ぅ

あ
っ
お
し
鳥
が
い
る
よ

双眼鏡で渡り鳥観察
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成人の日特集
Mり＊ ふ~い心りぷ遭9の

0平成10年度町内成人者 (S 53. 4. 2-S 54. 4. 1) 

52人
0肱川町の成人式に何人参加？

38人

0成人者で町内に住んでいる人数？

17人

0その内で町内で働いている人

青年団だより

5人

4人

0みなさん青年団に

人ってくださいQ

s
 
u
 

A
 成

人
式
を
む
か
え
ら
れ
た
皆

様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
月
十
五
日
（
金
）
に
は
青
年

団
も
余
興
な
ど
で
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

生
憎
の
雨
で
し
た
が
、
出
席

者
数
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

＼
 

合
回
の
成
人
式
は
昭
和
53.

54
年
生
ま
れ
の
人
の
成
人
式
で

し
た
。
来
賓
の
方
や
役
員
の
方
々

の
お
か
げ
で
と
て
も
よ
い
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
人
も
い

て
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

沖

田

修

二

成
人
式
で
は
、
多
く
の
人
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
団
の
人

達
に
よ
る
余
興
な
ど
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
式
に
参
加
で
き

て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

兵

頭

浩

次

十
一
月
に
二
十
歳
と
な
り
、

成
人
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
な

つ
か
し
い
顔
ぷ
れ
が
そ
ろ
っ
て

ク
ラ
ス
会
ム
ー
ド
で
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た

。

上

田

智

子

皆
さ
ん
！
合
回
の

A
S
u
k

A
は
い
か
が
で
し
た
か
？
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
人
の
仲
間
入
り
を

◇
編
集
あ
と
ば
な
し
◇

「/―-¥

｛ 
こ 、ごう。SMac加 ze
` •.9. ¥” AS 

私の愛車は、セルポクラシックです。

毎週のようにお父さんが洗車してく
れているので、車はいつもピカピカで
す。なぜか姉と色違いの車で、私が赤、

姉が緑の車に乗っています。

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
お
酒
な

ど
飲
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね。

B
u
t
、
調
子
に
の
っ
て

飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
：
．
o

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
体
に
気

を
つ
け
、
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

免許をとつて3年目になりますが、
全く運転は上達しません。というわけ
で...。あんまり運転技術がよろしくな

いので、狭い道でこの車をみかけた時
は、どうか道をゆずってください。

by M・T 
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3月の健康カレンダー 保健センター 834-2340 

種別 曜 日 1,了- 事 場 所 時 間

健>
12 （金） リハビリ教室 保健セソター 10: 00,,.._____,16: 00 

16 （火） 元気印教室 保健セソター 10: 00,..___,15: 00 

母 4 （木） 三種混合予防接種 保健セソター 13: 30,...__,14: 00 

子
17 （水） 乳幼児健康診査 保健セソター 13: 00,..___,14: 00 

保

健 24 （水） 幼児教室 保健セソター 9 : 30.,..___,13 : 00 

2 （火） そよ風の会 保健セソター 9 : 30,..__,ll : 30 

精 5 （金） デイケア 保健セソター 8 : 30,,_____,16 : 30 

神
12 （金） 保健セソター 8 : 30r---.,16 : 3 0 ” 保

健
19 （金） ” 保健セソター 8 : 30,..___,16 : 3 0 

26 （金） ” 保健セソター 8 : 30---....,16 : 3 0 

3
 

月 の 当 直 医 冬から始めるスマートな省エネ生活
曜日 病 院名 電話番号

般

藤本外科医院
洲市

24- 2310 
7 ( 日） 卜 —一太＿――-------------- ------------ -- - ------------- ---土居内科外科

五十崎町
44-5521 

村上内科
大洲市

23-3500 
14( 日）卜—----------------------------------------------------藤本医院

五十 崎 町
44- 2561 

村上外科 24-2262
21(日） | 大 洲 ・市

--------------------------------・----------------------
植木医院
五十崎町

44- 2215 

大野 内 科 24-6800
22（月）|大洲市--------------------------------・----------------------

高 橋医院
五十崎町

44-2010 

岡本 耳 鼻 咽 喉 科 24-3752
28(日） | 大 洲市--------------------------------・----------------------

佐々本整形外科
五十崎町

43-0101 

救

急

月・火 市立大洲病院 24-2151 

水

木～日

加戸病院

大、洲中央病院

24-5101 

24-4551 

場

所

．暖房温度は20℃以下に

・電気こたつは熱を逃がさな

いように

•主電源までスイッチを切る

•お風呂は連続入浴

・電気製品はエネルギー消費効率を基準に購入

時

間

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
3
0
分

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

谷

本

基

子

3
月
5
日
（
金
）

万

願

寺

亀

次

後

藤

忠

3
月
23
日
（
火
）

相

談

日

心
配
ご
と
相
談

3
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分

t
4時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

委

員

自
宅
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五

0
八

日

時

行
政
相
談

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので、
あらかじめ連絡してからお出かけください。

中

野
下
敷
水

上
嵯
峨
谷

山

槌

広

常 郷
大

和

嘉

城

敷

水

相

談

日

大
洲
商
工
会
議
所

3
月
5
日
（
金
）

3
月

18
日
（
木
）

内
子
町
商
工
会

3
月

8
日
（
月
）

3
月
1
9
日
（
金
）
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胄
武
夫
さ
ん

(75
オ）

上
田
ア
ヤ
コ
さ
ん

(84
オ）

井
上
シ
ゲ
ル
さ
ん

(82
オ）

ハ
ル
さ
ん

(93
オ）

武
久
さ
ん

(85
オ）

冨
枝
さ
ん

(78
オ）

照
雄
さ
ん

(72
オ）

コ
ト
さ
ん

(94
オ）

福
雄
さ
ん

(48
オ）

谷 帽
子

帽
子

大
本

樽
川

兵
頭

丸
田

12
/
23

泉

陽

香

ち

ゃ

ん（
共
栄

場

所

社
会
保
険
一
日
出
張

相
談
所


